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第一機材株式会社　平成２９年１月発行「№６１総合カタログ」に基づいております。

UP・DOWN TYPE ＜上下式＞ について

美しい環境創りに貢献します。
街路や建築周辺の環境・美観向上が注目され、より洗練された空間が求められています。
UP・DOWN TYPE〈上下式〉は、このような時代が求めるさまざまな機能を備えた車止めです。
デザイン面でも安全性でも優れ、あらゆるエクステリアに対応できる製品です。

クサリ内蔵型について（DJCNシリーズ ）

施工ピッチ
施工ピッチは内蔵されているクサリの幅で
決まります。
例えばクサリ２m 内蔵なら施工ピッチは２m
でお使いください。
最終ポールにはそれぞれ端部用を
お使いください。

先端リングを引き出すと、内蔵されているクサ
リが引き出せます。

次のポール穴に先端リングを差し込みます。 六角キーを上部穴に差し込み右に回転させる
と施錠ができます。

（六角キーはポールのロックと共通で使えます）

収納されているポールを引き上げて、

時計の方向に止まるまで回転させ、

まっすぐ降ろすとポールは固定されます。

また、収納するときは、ポールを引き上げ

て反時計回りに回転させながら降ろして

ください。

ポールの落とし込み防止は、

DJCN  の場合、六角キーを下部

の穴に差し込み、右に回転させるとクラン

ク構造により突起が出てロックされます。

DJシリーズ の場合は、鍵ピンと南京錠を

ご使用ください。

シリーズ
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DJN-8CN

〈上下式〉例 DJNCN シリーズ

DJN-8CN DJN-8CN DJN-8CNT（端部）


